
首都直下地震における救助活動の応援体制構築に関する研究 

 

防衛大学校 学生会員 ○シャダナ・バイ・ブカ・サリムライ・ビーガス・ダ・コスタ  

 防衛大学校 正会員  矢代 晴実  松崎 裕  横浜国立大学 非会員  喜納 啓 

 

1. はじめに 

 阪神淡路大震災では，甚大な人的被害に対して，

被災地域の救助部隊のみでは対応が困難であり，被

災地域外から多数の救助部隊が応援に向かう「広域

応援」が実施され，人命救助に貢献した．今後，発

生が懸念される都心南部直下地震では，揺れによる

建物被害に伴う自力脱出困難者数が，被災地域全体

で最大約 72,000 人発生するとされており，中央防災

会議幹事会の計画 1)では，応援部隊の派遣先・規模

を検討する際，死傷者数および自力脱出困難者数に

応じて派遣すること，被災地域内の救助勢力を考慮

することが示されており，応援・受援体制の整備に

努めている．しかしながら，震災後の被災地域にお

ける人的被害・救助勢力をどのように勘案して応援

部隊の派遣先，配分を検討すれば良いのかについて

は具体的に議論されていないのが現状である．本研

究では，時間的・空間的な視点に基づいて，震災後

の被災地域における救助活動状況を分析することで，

応援・受援体制の整備に向けての基礎データとする． 

 

2. 自力脱出困難者数の算定 

本研究では地震発生の切迫性が高く，横浜市内に

おいて最大震度 6 強が想定されている都心南部直下

地震を対象に，震災後の被災地域における救助活動

状況を分析した．図-1は，神奈川県地震被害想定 2)

における都心南部直下地震の震度分布を示す． 

次に自力脱出困難者数の算定手順を示す．はじめ

に，平成 25 年度都市計画基礎調査データ（建物現況）

の住宅系建物の延床面積と平成 27年国勢調査（人口）

データを用いて，1 人当たりの延床面積を計算した後，

250ｍメッシュ単位で木造・非木造建物別に集計した

延床面積と建物棟数に基づき，建物 1 棟当たりの人

口を算出した．そして，神奈川県の都心南部直下地

震の被害想定 2)における揺れによる全壊棟数を用い

て，揺れによる倒壊建物に伴う自力脱出困難者数を

算出した．なお本研究では，地震発生時刻を多くの

住民が在宅している時間帯である朝 5 時として，自

力脱出困難者が発生する場合を想定した．また，図

-2より，神奈川県の手法を用いた自力脱出困難者数

の算出結果を示す．この手法は，木造建物には計測

震度に応じた崩壊率，非木造建物には計測震度・建

築年代に応じた倒壊率を乗じた推定式を用いており，

旧耐震の木造建物棟数が多く強い揺れが想定される

地域は，自力脱出困難者が多数発生する．よって旧

耐震の木造建物棟数が多く且つ震度 6 弱～6 強の強

い揺れが想定される港北・鶴見区内では，揺れによ

る倒壊建物に伴う自力脱出困難者が多数発生する結

果となった． 
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図-1 都心南部直下地震の震度分布（横浜市） 
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図-2 自力脱出困難者数の算出結果 
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表-1 使用したソフト・データ 

項 目 詳 細 

基本ソフト ArcGIS 10.4.1 for Desktop 

拡張ソフト ArcGIS Network Analyst, Special Analyst 

道路網データ ArcGIS Geo Suite 道路網 2018 

神奈川県地震被害想定 

データ（250mメッシュ） 
神奈川県地震被害想定調査（平成27年） 

建物現況データ 横浜市都市計画基礎調査データ（平成25年） 

人口データ 

（250mメッシュ） 
E-stat 統計GIS 平成27年国勢調査データ 

消防署・出張所データ 国土数値情報 消防署データ 

 

3. 救助モデルの概要 

 表-1は使用した GIS ソフトおよび地理空間データ

を示す．救助モデルは，他の自治体にも容易に適用

できるように自治体が既に保有する建物現況データ

や，政府統計データなどを活用した．解析は Network 

Analyst のツールを応用することで，救助部隊が自力

脱出困難者の救助現場まで向かうまでの移動時間・

休息時間なども考慮するとともに，建物現況・道路

状況などの地域特性も踏まえて，消防署の管轄地域

別に，自力脱出困難者の救助活動に要する時間を算

出した．なお，救助モデルの詳細な条件設定につい

ては，既往論文 3)を参照されたい． 

 

4. 被災地域内の救助活動の分析 

図-3 は，地震発生からの時間経過に応じた未救出

者数（救出活動が行われていない自力脱出困難者数）

の推移について示す．図-3 より地震発生から管轄区

域内の自力脱出困難者を全員救助するまでに要した

時間（以降，救助完了時間と記述）は，港北が 84.7

時間，青葉が 62.5 時間，神奈川が 54.4 時間，鶴見が

51.9 時間，都筑が 41.6 時間の順で長い結果となった．

一般的には，72 時間以内に救出することが望ましい

とされているが，倒壊した木造建物の場合，崩壊部

材が高密度に空間を埋めるため，24 時間以内の迅速

な救助活動が必要との指摘もある．上記を踏まえる

と，都心南部直下地震の際，横浜市内においては震

度 6 強以上の揺れが予想される北東部一帯は，救助

部隊の応援が特に必要になる可能性が高い．また鶴

見は，横浜市内で 2 番目に自力脱出困難者数が多く

発生するにも関わらず，地震発生から 26 時間時点で

青葉，39 時間時点で神奈川より，未救出者数が下回

ることがわかる．これは，人的被害量に対して消防

力が比較的優位であることや，消防署周辺に人的被 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図-3 未救出者数の推移 

 

害が集中しているため救助部隊の転進に伴う移動が

少ないことが要因となり，青葉・神奈川と比較して

救助活動が円滑に実施されるためである． 

以上，被災地域の救助活動の進行状況が一様では

ないことを踏まえると，震災直後の人的被害量のみ

を基準に応援部隊の配分を検討することは，限られ

た救助活動資源を有効活用する観点からは適切では

ない．よって，最大限の人命保護を実現するために

は，地震発生から時間経過とともに変化する被災地

域内の救助活動状況を考慮して，応援部隊の派遣先

や配分を検討する必要があることを明らかにした． 

 

5. 結論 

本研究では，時間的・空間的な視点に基づいて，

震災後の被災地域における救助活動状況を分析し，

応援体制に関して考察した．結果より，被災地域の

救助活動の進行状況が一様ではないことを踏まえる

と，最大限の人命保護を実現するためには，地震発

生から時間経過とともに変化する被災地域内の救助

活動状況を考慮して，応援部隊の派遣先や配分を検

討する必要があることを明らかにした． 
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